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川嶋昭二:外国産コンブ目植物の漂着記録 (5) 

クマデコンブとチシマゴへイコンブについて*

Shoji KAWASHIMA: D揃 ingrecords of alien species of the Laminariales (5). 

Laminaria dentigera KJELLM. and Laminaria platymeris DE LA PYLAIE* 
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(5) Laminar匂 dentigeraKJELLMAN ?マデコンプ

Laminaria dentigera は1889年に KJELLMANがベーリン

グ海のコマンドル諸島中のベーリング島から報告した

掌状葉を持つ種 (digitatespecies)で，今日ではアラス

カ湾東部から中部千島のウルップ島に至る北太平洋一

帯に知られ (NAGAI1940， DRUEHL 1970)，またサハリン

島南西岸 (TOKIDA1954)や北東部沿岸 (VOZZHINSKAYA

1964)からも記録されている。

著者がタマデコンプL.dent伊raと同定した漂着標本

(Fig. 1)は1983年10月23日に網走市二ツ岩から 1krnほ

ど能取岬寄りの岩場で，多量の寄り藻の中から発見し

たものである。

葉体は葉の先がかなりすり切れたり，根もわずかし

か残っていなかったが，全体としてまだ新鮮であり，

色素も抜けた部分がなくて，漂流期聞がそれほど長く

はなかったことを思わせた。詳しく調べてみると，根

は長さ 1-1.3crnほどで2-3回分岐した繊維状根が

4本残っているだけで，そのほかは流失した時に付け

根からちぎれたと思われる跡が見られた。

茎は長さ 16crn，ほとんど全長にわたり円柱状で，

直径8rnrnほどあり，上端部でわずかに細まり，かっ

扇圧するだけで，上下の太さにも目立った差が見られ

なL、。また，質は柔軟，かつ弾力性に富む。横断面で

表層直下に 1列のやや不規則な長楕円形，紡錘形で，

150 x 50 prnから，時には 300x 70 prnにも達する大

きな粘液腔道が密に並ぶのが観察される。

業はほとんど基部まで深く切れこんだ3枚の裂葉に

分かれ，そのうち中央の 1葉はさらに2固くり返して

分かれ，先端まで残っている葉片は長さ 56crn，幅

5.3 crn ある。左右の 2 葉lì~ 、ずれも基部から 25-35
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crnほどの所からすり切れたように切断されているが，

幅は 10crnほどもあって，おそらく葉長は相当に大き

いものであったと想像される。葉の基部は Fig.lに示

した写真では円〈見えるが，これは乾燥標本作製の時

に裂け目が少し広がったためで，生体の時はやや広い

くさび状であった。また，裂葉の縁辺は裂け目の跡が

そのまま残ってざらざらしている。裂棄のかなりの部

分は失われているが，おそらく全形は倒卵形または長

楕円形のような形であったと考えられる。横断面では

外皮層中に円形で，直径 50prnほどの比較的小さい

粘液腔道が 1列に並ぶ。葉体の色は渡い褐色がかった

オリープ色である。

上に挙げたこの漂着海藻の特徴には注目すべき点が

いくつかある。まず，内部構造として，茎と薬の粘液

腔道の大きさと形が著しく異なり，前者は非常に大き

く細長いのに，後者は小さくて円L、。このような粘液

腔道を持つ digitatespeciesについては，すでに前報(JI!

嶋 1988)で述べたように，わが国の北方海域ではクマ

デコンブ，チシマゴヘイコンブ L.pla伊n町'ISおよびホ

ソパチャセンコンブ L.t，間耐の3種がある。ただ，

このほかに外部形態の特徴として茎が長く，しかもほ

とんど全長にわたって円柱状で，扇平にならないこと，

および葉の裂け目がL、つまでも修復されずにざらざら

していることなどの諸点を考慮すると，この海藻は上

記 3 種の中で最も?~デコンブに適合すると言える

(MIYABE and NAGAI 1932， NAGAI 1940)。また，遠藤

(1911)の「海産植物学」の第95図に示されている「く

までこんぶ」の図と比較すると漂着海藻は多少若いよ

うに見えるが葉の形態などは非常に良く似ている。

この漂着物がさきに挙げた分布域のどの地方から由

来したものかはもちろん確証はないが，ただ発見場所

がオホーツク海沿岸の網走であること，多少の破損は

あるものの全体として新鮮で，ほとんど色素が抜けた
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Fig. 2. La1llillariaρlal)'mcris DE LA P、LAIEcaSl 
ashore at Kiritappu， I-lamanaka， easten、Pacif1c
coaSI 0/トlokkaido. Collcctcd on April 15， 1972， 
by S. 1く八WASI11MA

Fig. 1. Lamillaria dClltigera KJELLMAN cast 
ashore near I-lutatsu-iwa， Abashiri， Okhotsk Sea 
coast of 1-l0kJ叫ido.Colleclcd on OClOber 23， 1983， 
by S. KAWASI-IIMA 

(6町)L α削"川rln川tα nωEαt ρ l“α 4り伊)'川，
コγフ

Lamillaria tlal)'meris f，tJ829年{こ DELA P、LAIEが記載
した比較的占い digilatespeciesの l検で， typc locality 

はカナダ北大r'句作沿岸のニュ ーファウ ソドラ ント地方

である。その後， ~t極海を ;Tむ北大内作と ~t木 、 jl. 1fの

ー，出からこれに類似するE史的が記・|主されたが， SET-

CIIEIム(inSETCI-IELL and G，¥RDNER 1925)はこれ らの種

頬には互をI'><:JjIIすべき{活実な特徴がないとし，こ.1Lら

を DELA P、LAIE(1829)の Lρlat)lmerisに統介した。こ
のように北極海を'1-'心とした岡大洋に分イliするとされ

る本HI(1J也戚によ って特徴に多少の兼があってI，"J山は
かなり燥しいものであると言えるようである。

宮部(1902)がIY4Tr.，'jのエトロフ烏から得て，チシ

マコ'へイコンフと名付けたものは，当初，L. rutret'htii 

(ARESCII.) DE TONIに当てられていたが，後には SET-

CIIELLの汚えに従って L.tLaり11昨日 に改めら.ILている

(MIYABE and NACAI 1932)。

さて，己乙にぶした漂着物 (Fig.2)は1972千1'.4JJ 15 

FI， 7!;:お が北海道*背1\太平洋沿岸の j只 '-1 けIl r ~1f多イli ， 湯

沸 (とうふつ)の海岸におL、て打ち |てげられたものを

免比したものである。 発よ"，，1I .'ffi 砂に ï~ばJili まり々がら

ような部分もないことなどからみると，告i-+'iーがすでに

報告したオニワカメ(jll嶋 1986)やエナカオニコンブ

( JII 向!~ 198i)と同じよ うにサハリン島南阿端のタリリ

オン (I!可能登呂)1/111'附近から流れ着いたと考えるのが

最も 白然であろう。 FI本海から宗谷ifi111淡をi泊ってオ
ホー γタ海に抜けた対馬|援流は宗谷|暖流と名を変じ，

北海道沿岸に沿 って1'1'1'120カイリほどの聞を流速 I

~ 1 .5 ノットの速さで流れると言う(小笠原 1985 ) 。

これに従って単純計知すると，クリリオン山11'から網走

までがJ280 km はわずか 1 ~ I ::: J h!. らずの 11~iH源流 円 数

で到迷できる ことになる。このほかに，サハリン島北

東部沿岸に分布するとされる本種が， H4プJラフ ト海流

に乗って運ばれて来た可能性も任定できなL、。 冬季に

オホーツタ海北部のアム ール川河1I1i付近で発達した海

氷が，この海流によ ってサハ リン!根岸をl対下し北海道

沿岸に接岸することを考えれば， iIIJfiをI1k-流する大型

'/fii f.来もその lI~fの風次第では北海道の海岸に打ち |二げら

れるチ γンスはあると言えよう。ただ，サハリン烏の

L. dClltigcraに関する具体的な生物学的情報が非常に少

なく ， ここに紹介する傑着l.I~休の特徴を比íli~検討でき

る文献もないのは残念である。
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もかなり乾燥した状態であった。 メやゴヘイコンブと一緒に漂着したことを報じた北海

根は茎の下端 2.5cmほどの部分から20本あまり密 道新聞の記事がある(7月6日付)。これらの漂着物

集してやや縦列的に出，根元で直径 3mmほどあり， は北海道立釧路水産試験場に保存されていたが， 1987 

2~3 回分岐するが，先端の細い部分はほとんど切れ 年7月に著者が同場で調べた時には残念ながら本種の

て長さ1.5-2.5cm くらいしかない。根全体の大きさ 標本のみは発見できず，どのような葉体か確認するこ

は直径 5-6cmであるが，生時はもっと大きくてかな とはできなかった。今のところ，ここに紹介した以外

り強固であったと思われる。 の記録はないように恩われる。

茎は硬くて弾力性があり，長さ 31cm，基部は円柱

状で直径約 12mmあり，上部に向って細くなり，か 文献のお世話をいただいたカリフォルニア大学パ一

つ次第に扇圧し，上端近くで長径 5mm短径3mmほ グレー校JohnA. WEST博士にお礼申し上げる。

どになり，急に広がって葉に連なる。横断面において

表層の直下に密に並んだ長楕円形で大きさ 110-200x 文 献

30-50μmほどの大きな粘液腔道を有する。

葉は平滑，基部は円く，次第に上部に広がって全形

は楕円状をなし，薬長は約 65cm，葉幅は 26cmある。

葉はほとんど基部近くまで縦に4裂し，各裂棄はさら

に小葉片に分裂して掌状を呈する。裂業の幅は 3.5-5

cmほどあり小業片は次第に細くなり先端はやや尖鋭

となる。粘液腔道は外皮層中に多少密に HJ]に並び，

直径 30-45μmほどの円形をなす。

この漂着物も茎が長く，葉が比較的多くの裂葉に分

かれて葉隔が広い点で前項のPマデコンブに非常に良

く似ている。茎と葉における粘液腔道の形と大きさの

特徴もまた両種共通している。ただ，漂着物の茎は基

部の約3分の lは円柱状であるが，それより上に移る

につれてわずかずつ扇圧し，上端ではほとんど扇平に

なる。このような特徴はク 7 テ'コンブのそれがほとん

ど全長にわたって円柱状であることと大きく異なる点

である。このような茎の特徴を手掛りにして種を検索

すると，この漂着物は MIYABEand NAGAI (1932)に記

述されているチシマゴへイコンブ L.platymcrisによく

一致する。

チシマコeへイコンブの千島列島における南限はエト

ロフ島で北海道から比較的近いところまで生育してい

ると言える。他方，このコンブはサハリン島その他の

オホーツク海北部一帯からは発見の記録がない。漂着

物の発見された浜中町の地理的位置から見ると，この

コンブはエ卜ロフ島など千島列島中の生育地から，列

島沿いに北海道沿岸に南下してくる道東沿岸流(小笠

原 1985)によって運ばれて来たものと考えられる。

チシマコeへイコンプの従来の漂着記録としては1981

年7月4日に浜中町藻散布(もちりつぶ)にオニワカ
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